
施
策
の
柱
「
子
育
て
・
教
育
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
子
ど
も
・
子
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
支
援
法
」
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
く
支
援
事
業
計

画
に
則
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

子
育
て
支
援
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
ひ
が
し
ね
保
育
園
で
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
設
置
運
営
が
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
移
管
さ
れ
ま
す
が
、
培
わ
れ
た
障
が
い

児
保
育
等
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、
需
要

が
増
加
し
て
い
る
乳
児
保
育
に
対
応
す
る

た
め
、「
民
間
保
育
所
支
援
事
業
」
と
し

て
施
設
の
改
修
及
び
園
児
バ
ス
の
更
新
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
緊
急
対
策
の
要
で
も
あ
る

「
結
婚
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
結
婚
新
生

活
ス
タ
ー
ト
の
際
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
る
べ
く
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
婚
活
サ
ポ
ー

ト
委
員
会
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
「
婚

活
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
つ
い
て
も
新
た
な

視
点
で
の
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
特
に
学
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
上
に
向
け
た
指

導
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
小
学

校
に
英
語
活
動
推
進
員
を
配
置
し
、
英
語

指
導
助
手
と
の
連
携
も
図
り
つ
つ
、
英
語

教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。併
せ
て
、

中
学
校
へ
の
部
活
動
指
導
員
の
配
置
、
各

小
学
校
へ
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進
に
よ

る
郷
土
愛
の
育
成
を
目
指
し
て
全
小
中
学

校
で
紅
花
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
高
等
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
し
、
魅
力
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
づ
く
り
に
向

け
て
新
入
生
応
援
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
白
鷹
高
等
専
修
学
校
に
つ
い
て
、

置
賜
管
内
各
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
教
育

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
は
、
町
生
涯
学
習
振
興
計
画

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
白
鷹
学
講
座
の
開

催
を
は
じ
め
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推

進
事
業
や
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
、
家

庭
教
育
推
進
事
業
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
、
東
陽
の
里
グ
ラ
ン

ド
駐
車
場
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
を
契
機
と
し
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
一
般

の
方
へ
の
激
励
金
制
度
を
創
設
し
、
競
技

ス
ポ
ー
ツ
を
支
援
し
ま
す
。

　
文
化
財
で
は
、
県
指
定
文
化
財
で
あ
る

鮎
貝
八
幡
宮
本
殿
の
防
災
設
備
の
更
新
を

は
じ
め
、
深
山
観
音
堂
の
山
門
及
び
諏
訪

神
社
拝
殿
屋
根
の
改
修
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
文
化
財
活
用
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
文
化
財
を
活
用
し

た
町
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
芸
術
文
化
で
は
、
町
芸
術
文
化
協
会
や

　　　成 30 年度予算は、持続可能で健
　　　全な財政運営の確保を念頭に、行
財政改革を緩めることなく町政運営を行
うこととし、まちづくりの将来像の実現
に向けて、特に人口減少に対応する総合
的な施策化を図りながら、共創のまちづ
くりによる施策展開を推進していく観点
から編成しました。
　第５次白鷹町総合計画後期基本計画に
掲げている人材育成をベースに、「子育
て・教育」「雇用・産業」「地域」「防災」
の４つの柱を重点として各種計画等と連
動し、PDCAサイクルを徹底しつつ次期
計画の基本構想策定に向けた取り組みを
実施します。
　また、近年の出生数の減少及び若者の
顕著な町外転出等に対応するため、今後
もプロジェクトチーム等により、中長期
的に必要な人口減少緊急対策について検
討を進めます。

平
子
育
て
し
や
す
い

     

環
境
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
支
援
法
」
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
く
支
援
事
業
計

教
育
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
特
に
学
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
上
に
向
け
た
指

白
鷹
人
の
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
高
等
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
し
、
魅
力
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
づ
く
り
に
向
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続
し
つ
つ
、
雇
用
枠
の
確
保
・
拡
大
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

商
業
に
つ
い
て
は
、
買
い
物
環
境
充
実

支
援
対
策
実
証
実
験
事
業
を
継
続
し
つ

つ
、
高
齢
者
等
の
買
い
物
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん
ば
る
商
店
応

援
事
業
や
町
産
材
等
木
造
建
築
推
進
事
業

に
よ
り
、
町
内
の
事
業
者
を
支
援
し
経
済

の
活
性
化
と
町
産
材
の
利
用
促
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
町
観
光
交
流
推
進

計
画
に
基
づ
き
引
き
続
き
各
種
事
業
を
展

開
し
ま
す
。
ま
た
、「
日
本
の
紅
（
あ
か
）

を
つ
く
る
町
」
に
つ
い
て
は
、
農
山
漁
村

振
興
交
付
金
を
活
用
し
、
紅
花
生
産
日
本

一
の
町
と
し
て
の
知
名
度
を
さ
ら
に
高
め

る
と
と
も
に
、
紅
餅
の
「
生
産
量
増
加
」

と
「
品
質
向
上
」
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
「
観

光
」
と
「
生
産
」
の
両
面
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
事

業
で
整
備
し
た
「
日
本
の
紅
（
あ
か
）
を

つ
く
る
町
推
進
拠
点
施
設
」
を
新
た
な
拠

点
の
一
つ
と
し
て
、
紅
花
の
さ
ら
な
る
生

産
拡
大
を
図
り
、
展
示
・
体
験
を
通
し
た

誘
客
を
推
進
し
ま
す
。

　

産
業
の
連
携
で
は
、
産
業
振
興
戦
略
会

議
を
中
心
に
、
本
町
の
農
産
物
や
資
源
・

素
材
を
活
用
す
る
６
次
産
業
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
段
階
に
応
じ
た
支
援
を

拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
ま
で
の
取

り
組
み
の
中
で
誕
生
し
た「SH

IRA
TA
K
A
 

人
工
林
の
約
６
割
が
主
伐
期
を
迎
え
て
お

り
、
適
正
な
整
備
と
活
用
を
行
い
「
緑
の

循
環
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
域
林

政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
町
森
林
・

林
業
再
生
協
議
会
を
中
心
に
森
林
の
境
界

明
確
化
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
や

県
な
ど
の
事
業
を
活
用
し
た
森
林
整
備
の

実
施
に
加
え
、
新
た
に
再
造
林
後
の
保
育

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
全
す
べ
き
松
林
で
の
松
く
い

虫
防
除
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
近
年
被
害
が
増
大
し
て
い
る
有
害
鳥

獣
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防

止
に
つ
な
が
る
電
気
柵
の
導
入
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
産
業
の
活
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
と
雇
用
の
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

創
出
を
目
指
し
、

企
業
立
地
促
進
事
業
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
新
た
な
創
業
者
の
支
援
強
化
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
技
術
者
養
成
事

業
に
よ
る
現
場
力
や
技
術
力
の
向
上
を
図

り
つ
つ
、
地
場
産
業
元
気
支
援
事
業
や
も

の
づ
く
り
応
援
事
業
に
よ
り
、
意
欲
の
あ

る
小
規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓
や
設
備
投

資
を
支
援
し
ま
す
。

　

雇
用
対
策
で
は
、
就
労
環
境
改
善
対
策

事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
荒
砥
高
校

生
を
対
象
と
し
た
町
内
企
業
の
説
明
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
人
材
の
確
保
対
策
を
継

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む
と
の
連
携

に
よ
る
各
種
事
業
展
開
を
は
じ
め
、
子
ど

も
た
ち
の
芸
術
文
化
活
動
支
援
な
ど
各
種

団
体
の
育
成
や
活
動
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
新
図
書
館
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
図
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
蔵
書
の
充
実
と
小
中
学
校
の
図

書
館
の
蔵
書
整
理
等
を
行
い
ま
す
。

　
施
策
の
柱
「
雇
用
・
産
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
地
域
農
業
活
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、「
新
規
就
農

者
受
入
協
議
会
」
の
取
り
組
み
支
援
を
通

し
た
担
い
手
確
保
と
育
成
支
援
に
努
め
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
安
全
で
安
心
な
農
産
物
の
提

供
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
進
め
て
い

く
た
め
に
、
食
育
・
地
産
地
消
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
制
度
の
適
切

な
運
用
を
図
り
つ
つ
、
農
地
利
用
の
最
適

化
の
推
進
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
型
直
接
支
払
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
農
村
集
落
の
多
面
的
機
能
の

維
持
・
確
保
と
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
森
林
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
は
、
ス
ギ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
心
と
す
る
民
有

農
業
の
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
地
域
農
業
活
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、「
新
規
就
農

森
林
・
林
業
の

　
　
　
　
再
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
森
林
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
は
、
ス
ギ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
心
と
す
る
民
有

地
域
産
業
の

　
　
　
　
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
産
業
の
活
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
と
雇
用
の
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

創
出
を
目
指
し
、

「住んで良かった」

「ずっと住み続けたい」

「住んでみたい」――と思えるまちへ。

特集・平成 30年度施政方針と予算
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RED

（
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
）」
商
品
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
町
内
外
へ
情
報
発
信

を
行
い
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
経
済
規
模
縮
小
に
歯
止
め

を
掛
け
、
本
町
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る

た
め
に
、
積
極
的
な
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
・

宣
伝
活
動
、
移
住
交
流
の
総
合
的
な
相
談

窓
口
の
設
置
、
移
住
定
住
支
援
交
付
金
を

創
設
す
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
移
住
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
防

犯
・
防
災
等
の
面
か
ら
、
危
険
性
の
高
い

空
き
家
を
特
定
空
家
等
に
認
定
し
、
行
政

指
導
等
の
措
置
を
行
な
う
と
と
も
に
、
所

有
者
な
ど
が
自
ら
行
う
危
険
空
き
家
の
解

体
に
対
し
、
解
体
費
用
の
一
部
助
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
活
用
で
き
る
空
き

家
対
策
と
し
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通

じ
て
賃
貸
や
売
買
契
約
す
る
移
住
者
に
対

す
る
支
援
を
「
空
き
家
利
活
用
支
援
交
付

金
」
と
し
て
拡
充
し
、
さ
ら
な
る
空
き
家

の
利
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
保
全
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
み
は
、
第
２
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
環
境
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
環
境
保
全
活
動
、
環
境
教
育

な
ど
に
携
わ
る
団
体
や
事
業
者
間
の
連
携

を
図
り
、
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

処
理
基
本
計
画
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
減
量
化
や
Ｃ
Ｏ

２
削
減
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

施
策
の
柱
「
地
域
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
引
き
続
き
地

域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
発
な
活
動
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
づ
く
り
推
進
交
付

金
の
創
設
や
、
す
で
に
配
置
し
て
い
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
等
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
同
協
力
隊
員
の
本
町
へ
の
定

住
を
促
進
す
る
た
め
、
定
住
支
援
金
や
新

た
な
仕
事
を
起
こ
す
起
業
支
援
交
付
金
を

創
設
し
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
路
交
通
網
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
事
業
の
主
要
地

方
道
長
井
白
鷹
線
荒
砥
橋
架
替
工
事
を
は

じ
め
、
幹
線
道
路
網
の
整
備
促
進
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
町
道
整
備
で
は
、
長
寿
命

化
の
た
め
の
舗
装
改
修
を
は
じ
め
、
交
通

の
安
全
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
関
連
に
つ
い
て
は
、
基
礎
調

査
に
基
づ
き
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都
市
公

園
の
適
切
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

住
宅
施
策
で
は
、
町
内
へ
の
定
住
を

促
進
す
る
た
め
「「
す
ま
い
る
！
四
季
の

郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
す

ま
い
る
住
ま
い
！
若
者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少

緊
急
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
若
者
定
住
の

た
め
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
支
援
す

る
「
す
ま
い
る
新
生
活
！
賃
貸
住
宅
供
給

サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
で
は
、
公
営
企
業
会
計
の

適
用
に
向
け
て
基
本
計
画
策
定
に
着
手
し

ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
安
心
で
お
い
し
い
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
管

理
運
営
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
ま
た
、
老

朽
化
し
た
施
設
設
備
を
計
画
的
に
更
新
し

つ
つ
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
住
民
混
乗
型
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
継
続
運
行
す
る
ほ
か
、
引

き
続
き
山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
改
善

に
向
け
た
支
援
を
県
及
び
沿
線
２
市
２
町

で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
福
祉
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
は
、
認
知
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
の
減
少
や
自
動
車
で
の
徘
徊
の
防

止
等
を
目
的
と
し
て
、
運
転
免
許
証
自
主

返
納
等
を
支
援
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
医
療
及
び
介
護

の
両
方
を
必
要
と
す
る
方
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推

環
境
保
全

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
保
全
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
み
は
、
第
２
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
環
境
基
本
計
画

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
引
き
続
き
地

保
健
・
医
療

 

・
福
祉
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
福
祉
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
に
よ
る
交

定
住
条
件
の

　
　
　
　
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
路
交
通
網
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
事
業
の
主
要
地

進
す
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
・
重
度
化

防
止
等
の
た
め
の
介
護
予
防
等
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
旧
西
中
学
校
跡
地
に
、

地
域
と
入
所
者
の
方
の
交
流
機
能
を
有
す

る
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、
町
産

材
を
活
用
し
整
備
を
実
施
す
る
法
人
に
対

し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
生
活
支
援
や
、
そ
の
人
の
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も
に
生

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
と
重
症
化
予
防
に
よ
り
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
な
が
る
よ
う
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
の
意
識
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

　

各
種
検
診
に
つ
い
て
は
、
受
診
費
用
の

一
部
公
費
負
担
を
行
う
と
と
も
に
、
未
受

診
者
の
方
に
対
し
勧
奨
を
行
い
、
受
診
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
の
総
合
的
相
談
支
援
を
提
供

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
、
新
た

に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
出
産
に
向
け
、
治
療

を
受
け
る
意
思
の
あ
る
夫
婦
の
経
済
的
負

担
軽
減
の
た
め
、
一
般
不
妊
治
療
に
対
し

て
も
助
成
の
対
象
を
拡
大
し
、
治
療
を
受

け
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。さ
ら
に
は
、

新
生
児
の
聴
覚
障
害
の
早
期
発
見
等
に
資

す
る
た
め
、
新
た
に
新
生
児
全
員
を
対
象

に
新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
る
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

　

町
立
病
院
運
営
に
つ
い
て
は
、
外
来
・

入
院
・
在
宅
医
療
・
検
診
等
の
継
続
し
た

業
務
は
も
と
よ
り
、
山
形
大
学
医
学
部
附

属
病
院
や
公
立
置
賜
総
合
病
院
等
と
の
医

療
連
携
、
町
内
医
療
機
関
と
の
協
力
体
制

を
密
に
し
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
っ
て

い
き
ま
す
。

　

自
治
体
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
地

域
医
療
構
想
や
、
平
成
30
年
度
に
実
施
さ

れ
る
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定

を
見
据
え
、「
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
病
院
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
良
質
で

安
心
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

施
策
の
柱
「
防
災
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
年
多
発
す
る
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
や
豪
雪
、
地
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
の
自
然
災
害
か

ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災

力
の
向
上
や
防
災
基
盤
の
整
備
な
ど
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

防
災
基
盤
の
整
備
に
お
い
て
は
、
小
型

ポ
ン
プ
積
載
軽
自
動
車
３
台
を
更
新
す
る

と
と
も
に
、
有
蓋
貯
水
槽
や
消
火
栓
な
ど

消
防
施
設
の
整
備
を
行
い
、
地
域
の
防
災

基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
を
有
す
る
「
ま
ち

づ
く
り
複
合
施
設
」の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
引
き

続
き
安
全
で
着
実
な
工
事
の
施
工
に
努
め

ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
路
面
標

示
等
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
各
団
体
と
連
携
し
事
故
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

防
犯
活
動
に
お
い
て
は
、
町
防
犯
協
会

と
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
が

連
携
し
な
が
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

展
開
し
、
関
係
機
関
合
同
で
の
通
学
路
点

検
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

　

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

地
域
・
民
間
・
行
政
の
連
携
を
念
頭
に
行

動
計
画
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
主
要
施
策
を
効
率
的
・
効
果

的
に
実
現
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
、
人

づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
な
お
、
現
大
綱
は
計
画
期
間
が
終
盤

に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
次
期
行

革
大
綱
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

―　

平
成
30
年
度
施
政
方
針
か
ら　

―

安
全
・
安
心

　
　  

の
確
保

　
　
　
　
　
　

近
年
多
発
す
る
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
や
豪
雪
、
地
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
の
自
然
災
害
か
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1,000
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10 8,770
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11.4
９ 4,456

13.5
11 2,043

12.5
10 4,056

2.6
２ 1,993

19.2
15 8,949

361

15 8,588

５ 2,378
４ 7,814
4,762
5,714
378
3,688

8.9
７ 3,885

7.0
５ 7,703

17.3
14 3,930

38.6
32 200

9.8
８ 1,280

13.8
11 4,734

１億220
200
240
13

２ 5,010
2,630
735
220

4.6
３ 9,268

２ 8,000

29 2,200

5,141
4,465
851
6,000

３ 4,235
２ 3,000
7,588
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30
　18 4,701 33.2

13 1,986
875
4,315
6,135

１ 196
７ 5,133

　23 4,441 9.0
16 7,530
３ 1,100
1,858
371
600
6,175
3,646

　５ 1,263 3.7
３ 6,632

240
310
487
150

　５ 5,521 1.4
３ 9,675

202
731
470
135
1,103

　３ 3,262 49.3
２ 3,769

215
260
275
3,000
300
500
180

　６ 55 13.7
４ 2,915

9,845
395
355
1,625
1,510
154
1,000

　３ 3,853 2.7
２ 4,191

1,335
1,344
79
220
125
156

　６ 5,787 0.3
４ 7,011

1,720
420
557
12
961
179
90

6,498

　９ 4,456 2.3
６ 7,497

　１ 7,661 ▲13.3
１ 2,620

9,734
2,698
4,159
70

1,000

　

29

3,276
3,404

まちづくり複合施設鳥瞰イメージ 地域おこし協力隊

新農業人フェア 町産スギを使った積み木

紅（あか）を全国にPRするロゴマーク 高齢者の見守りを兼ねた御用聞き事業

新入学児童へのランドセル贈呈 世界に目を向けた青少年国際交流

特集・平成 30年度施政方針と予算
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新地方公会計制度財務書類（平成 28年度）を見てみよう！

Ｑ3ＱＱＱＱＱＱＱＱ33333333どうやって見るの？

　負債が資産を上回り、「資産」－「負債」である純資
産がマイナスになると、いわゆる「債務超過」となり

不健全な財政状況であることを意味します。しかし、

本町では資産が負債を大きく上回っていることから、

貸借対照表上では健全な財政状況であると言えます。

　財務書類は、資産や負債などの状況、コストやその財源の

状況といった財務状況を、企業会計の考え方や手法を用いて

作成する書類です。財務書類は、貸借対照表、行政コスト計

算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４つの表で構成

されています。
Ｑ1

そもそも
財務書類って何？

●平成 28年度の白鷹町の貸借対照表
　町が持っている資産は全部で 193 億 3千万円。資産調達の財源として、将来返済する地方債などの負
債が 106 億 8千万円、これまでの世代が負担した純資産が 86億 5千万円となっています。
　町民一人当たりの金額に換算すると、資産は約 135 万 8千円で、負債は約 75万 1千円となっています。

約 135 ８千
※平成 29年３月 31日時点の白鷹町の住民基本台帳人口 14,226人

65 ８

74億

24 １

15 ５

1 400

13 ７

193 ３

86 ５
86億５

193 ３

85 ２
２億２

・１ ８ ４
11

106 ８

約 75 １千

　町が現在どれだけの資産を所有し、また、
その資産がどのような財源で賄われている

か、将来の世代の負担がどれだけあるかなど

がわかります。

Ｑ2貸借対照表で何がわかるの？

≪ 貸借対照表 ≫

特集・平成 30年度施政方針と予算
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１

85-6129

85-6130

85-6131

85-6132

85-6133
85-6106
85-6134

２

85-6120
85-6124
85-6122
85-6120
85-6123

87-0830

87-0691
85-6121
85-6107
85-6127
85-6125
85-6125

６ 87-0696
４ 85-6136

85-6126

85-6128

３ 85-6135

85-6140
85-6139
85-6142
85-6142
85-6137
85-6137
85-6138
85-6138
85-6144
85-6146
85-6147
85-6143
87-0217
85-3136
86-0111
86-0212
86-0213
86-0112
86-0210
85-2155
86-0123
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